
令和5年度入学生用カリキュラムマップ【看護学研究科 看護学専攻　修士課程　看護学研究保健師コース】

科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断 ４．態度・志向性 5．連携・参画
1－1 2－1 2－2 3－1 4－1 5－1 5－2

特
別
研
究

23MNSP2101 特 別 研 究 2通

専門科目の「生涯発達看護学演習」もし
くは「広域実践看護学演習」で明らかと
なった研究疑問に基づき、①研究課題の
明確化、②研究目的の設定、③研究計画
立案、④研究倫理審査、⑤データ収集、
⑥分析／解釈、⑦考察、⑧論文作成、⑨
発表、が行えるように指導し、看護研究
を行う基礎的な能力を育成する。

１．研究課題を明確化し、研究目的を設定できる。
２．研究目的に応じた研究計画を立案することができる。
３．倫理的配慮について検討し、研究倫理審査にて承認を得ることができ
る。
４．データ収集、分析／解釈、考察をすすめることができる。
５．結果を論文としてまとめることができる。
６．研究成果の発表を行うことができる。

○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

共
通
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

23MNSP1111 看護研究方法論 1前

看護実践を行う上で不可欠な看護研究の
意義および方法、プロセスについて教授
し、看護研究を展開する能力を習得させる。

１．看護実践における看護研究の重要性、意義、活用方法、研究を行う姿
勢について理解できる。
２．看護研究のプロセスや研究計画書を作成する意味、倫理観の必要性、
発表方法について理解できる。
３．研究デザインとして量的研究、質的研究のそれぞれの特徴や方法を理
解できる。

○ ◎ ◎ ○ ○

23MNSP1112 看 護 倫 理 1後

本科目では、医療倫理の歴史的発展や具
体的な問題、看護実践に関する倫理綱領
の基本的内容を理解し、看護実践の場で
発生する倫理的課題に対応するために、
基盤となる諸理論・諸概念を学ぶもので
ある。また、看護実践で遭遇する可能性
が高い倫理的課題に関連する具体的な事
例に対して、どのように個人や組織が検
討し、取り組むのかの基礎的知識を獲得
するものである。

１．看護教育や臨床現場における倫理の必要性について、臨床実践の体験
や関連情報に基づいて、自分なりの考え方をまとめることができる。
２．倫理的な課題に対して、どのように検討するのか代表的な意思決定の
考え方に基づいて、多面的に背景や要因を考察することができる。

○ ○ ○ ○ ○

23MNSP1213 論 理 的 思 考 論 1前

この科目では論理的な問題解決法につい
て学習するとともに、看護研究における
概念枠組みやサブストラクションについ
て理解し、演繹的および帰納的な論理展
開の基礎を学習することを目的としてい
る。

１．４つの思考スタンス、論理的な問題解決法について説明できる。
２．看護研究における概念枠組み、サブストラクションについて説明でき
る。
３．看護研究論文を論理的、批判的に吟味できる。 ○ ○

75001393_看護学研究科_看護学専攻_修士課程_看護学研究保健師コース_2nd_proof_修正.indd   175001393_看護学研究科_看護学専攻_修士課程_看護学研究保健師コース_2nd_proof_修正.indd   1 2023/02/17   17:19:092023/02/17   17:19:09



科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断 ４．態度・志向性 5．連携・参画
1－1 2－1 2－2 3－1 4－1 5－1 5－2

共
通
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

23MNSP1214 看 護 教 育 論 1後

看護教育の制度やカリキュラム構築の考
え方などの基礎的な用語や意味、概要を
学習し、看護教育の現状を振り返る。また、
その中から看護教育における課題を見出
すとともに、看護実践の質的向上に役立
つ看護教育のあり方を検討する。さらに、
看護の援助技術の具体的な授業設計の検
討に基づき、看護教育における倫理教育
の重要性についても理解を深める。現任
教育・卒後教育におけるニーズや方法を
検討し、基礎教育あるいは卒後教育にお
いて、効果的な指導方法の在り方を考察
することを目的とする。

１．看護教育の現状と課題をデータに基づき自分の言葉でまとめることが
できる。
２．看護の基礎教育における具体的な授業設計を考え、指導案を作成する
ことができる。
３．リカレント教育で必要な継続教育の内容や方法を説明することができ
る。

○ ○ ○

23MNSP2115 保健看護行政論 2前

国民の健康、QOLを守る保健医療福祉行
政の理念と仕組み、法律、制度について
理解させるとともに国と地方公共団体の
保健医療福祉行政の実際について理解を
深める。

１．保健医療福祉行政の理念と仕組み、法律、制度とその変遷について説
明できる。
２．国の看護政策の基本理念と看護行政、看護行政の政策形成のプロセス
について説明できる。
３．地方公共団体の保健医療福祉の行財政および施策を事業化するための
企画、立案、予算の確保、保健活動の実施体制の整備の実際や社会資源の
開発のプロセスの実際について説明できる。

○ ○ ○ ○

23MNSP1216 看護マネジメント論 1後

看護マネジメント論は、安全で良質な医
療を効率的に提供するために必要不可欠
な過程である。本講義では、組織管理、
安全管理、質管理、目標管理、キャリア
開発といった看護マネジメントの基礎的
知識を習得する。

安全で良質な医療を提供するために以下の看護マネジメントの基本につい
て理解を深める。
１．組織における看護体制
２．ケアにおけるマネジメント
３．チーム内でのメンバーシップやリーダーシップ
４．看護ケアサービスの質管理

○ ○

23MNSP1217 対 人 援 助 論 1前

人と人との関係や援助関係について対象
関係論の考え方をもとに理解を深め、援
助が困難な事例を検討することによって、
対人援助のあり方やそのために必要な援
助者自身の取組や考え方について理解を
深める。

１．人間関係、対人関係、対象関係とは何か理解できる。
２．こころの成長（自立、自律）にむけての援助とは何か、援助関係とは
何かを考えることができる。
３．援助を求められない人の現状を知り、今後の課題について考えること
ができる。
４．援助を求めない人の現状を知り、今後の課題について考えることがで
きる。
５．援助を継続するために必要な援助者としての資質や資源のあり方につ
いて考えることができる。

○ ◎ ○ ○

23MNSP1218 看 護 統 計 法 1前

看護研究に必要な情報の収集、処理、活
用についての基本的な考え方を理解する。
また、基本的な統計理論について学び、
統計ソフトを利用して統計処理を行うた
めの、基礎的な能力を修得する。

１．コンピュータやネットワークを利用しての情報収集・処理・活用につ
いての基本的な考え方が理解できる。
２．看護研究において情報処理や統計学を学ぶ必要性が理解できる。
３．看護研究を実施する上での、基本的な統計理論や分析方法について理
解できる。
４．統計ソフトを用いて、データ入力・分析・分析結果の読み取りができ
るための基礎的な能力を修得する。

○ ○ ○ ○
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― 保健医療分野に関する理論と支援の展開 1前

公認心理師等の心理実務者として、医療
機関や地域で、さまざまな疾病や健康問
題を抱える人の心理状態や心理的ストレ
スの程度・内容を理解し、精神状態や精
神疾患を適切に把握し、必要な心理的支
援を行える能力を育成する。

１．疾病や健康問題を抱える人の心理とその基底にある心理機制が理解で
きる。
２．疾病や健康問題を抱える人にみられる精神状態・精神疾患を的確に評
価できる。
３．上記１および２のために有用な心理検査を実施できる。
４．以上の理解と評価に基づいて、心理療法（集団療法、認知行動療法等
を含む）などの必要な心理的支援が行える。
５．乳幼児健診等の母子保健事業において、母性や乳幼児の心理に関する
援助ができる。
６．認知症が疑われる高齢者への支援ができる。

◎ ○ ○ ○

― 家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践 2前

従来の心理支援は、個人に対する支援が
中心であったが、時代の変化と共に家族
関係など集団の関係性を取り上げたり、
地域社会や集団・組織に働きかける支援
も重視されるようになってきた。この授
業では、集団の関係性に焦点づける心理
支援およびコミュニティへの心理支援を
中心に様々な理論ならびに方法論を学ぶ
ことを目的とする。

１．家族関係等集団の関係性に焦点づけた心理支援の理論や方法を説明で
きる。
２．地域社会や集団・組織に働きかける心理学的援助に関する心理学的援
助の理論や方法を説明できる。
３．これらの理論や方法を心理に関する相談や助言、指導などに応用でき
る。

○ ○

― 人間・社会福祉学特論 1前

この科目は、「老い」とは何かについて多
角的に理解し、自分なりの「老い」に関
する考えをまとめ、様々な背景を持つ人々
の「老い」に伴う諸問題について考察す
ることを目的とする。

１．「老い」の医学的、心理的、社会的側面を理解し、その相互作用を考
える。
２．女性の「老い」、社会的弱者の「老い」など、さまざまな「老い」の
特色を考える。
３．「発達・成長」としての「老い」の側面を理解する。
４．メディアにおける「老い」を分析し発表する。
５．ライフレビューを行い、レポートを書く。

○

― 子ども・家庭福祉学特論 1前

近年着目されている「アタッチメント」
を軸に講義を展開する。子どもの成長・
発達に伴う養育者との愛着形成は、学童
期－思春期－成人期－老年期にまで影響
を及ぼすことが論じられるようになって
いる。近年では愛着関係の脆弱化も危惧
されており、愛着障害の問題にも関心が
高まっている。
子ども（人間）の成長発達と家族を支え
る方法を臨床教育学的な視点から理解す
る。

愛着の基礎理解、母子間における世代間連鎖、愛着障害の出現、不適切な
関わりと虐待、学童期、思春期に与える影響、成人期以降に与えるとされ
る影響などについて、家族の発達段階を中心に理解を深める。

○ ◎

― 発達臨床心理学特論 1前
本授業では、発達に関する理論と研究方
法について学習した後、認知能力、運動
能力、社会能力の各領域について、乳児
期から老年期までを展望する。

本授業の目標は、受講者が各発達段階の特徴を理解し、その知見を各々の
実践活動において利用できるまで習熟することにある。 ○
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― 障害児・者の教育と心理 1後

特別支援教育の実施にとって不可欠であ
る障害児・者の理解を深め、多義に渡る
障害について学習、社会性、認知、運動
面のアセスメントと支援の方法について
の最新の知見を学ぶ。障害特性に即した
効果的な支援を実践できるための知識を
習得する。

１．年齢を問わず、障害特性に即した支援方法を知識として習得する。
２．各障害について、乳児期から義務教育終了後までの、臨床像を知り、
利用できる支援についての情報を把握する。

○ ○

― 医 療 倫 理 特 論 1前

医療は、その性質から厳しい規制や遵守
すべき事項が多くある。医療従事者は、
これらの必然性について歴史的な意味も
含めて十分理解したうえで実践していか
なければならない。各人が倫理観を培い、
今後生じてくるであろう新たな医療問題
についても自身で考えうる能力を身につ
けることを目的とする。

①医療倫理について理解する。
②医療倫理に基づき、栄養管理を考えることができる。
③事例ごとに、具体的に医療倫理の考えを応用できる。

○

― 福祉行政論特論 1前

日本国憲法第二十五条に規定される国民
の権利である、「健康で文化的な最低限度
の生活を営む権利」を具体化するための
福祉行政、福祉施策のあり方についての
理解を深める。

社会福祉、社会保障問題の現状分析と生活全般の改善を通した健康づくり
に関する種々の課題を解決するための能力を身につける。

○ ○ ◎ ○ ◎

― 運動機能障害学特論 1前

中枢神経障害および内部障害による運動
機能の喪失について、その特徴および運
動機能解析について基本的理解を得る。
さらに、それらの評価と介入についても
理解する。

修士課程大学院生が運動機能障害学に関する基本的理解を深め、理学療法
の評価と介入について論理的に説明することができる。

○

専
門
教
育
科
目

生
涯
発
達
看
護
学
領
域

23MNSP1231 生涯発達看護学総論 1前

生涯発達の視点で対象および家族を理解
し、現代社会において、様々な発達段階
にある対象への看護上の課題を見出すた
めの基本的な知識・考え方を修得する。

１．生涯発達の視点で、対象および家族についての理解を深める。
２．社会における次の現状を学び、様々な発達段階にある対象への看護上
の課題を見出すことができる。
１）小児期に応じた看護の現状
２）女性の生涯に応じた看護の現状
３）成人期に応じた看護の現状

○ ○ ○ ○ ○

23MNSP1232 生涯発達看護学特論Ａ （成人慢性看護学） 1後
慢性疾患を有する患者に関わる看護実践
ならびにその研究のために必要な基礎知
識を学習し、理解を深める。

慢性期疾患患者の主要な概念や理論・モデルを理解し、根拠に基づいた看
護実践の選択やその効果を検証する方法を考えることができる。 ○ ○ ○ ○ ○

23MNSP1233 生涯発達看護学特論Ｂ （成人急性看護学） 1後

生命危機の状況が人間におよぼす影響を
理論的に追求し、実践と研究への適応を
探求するとともに、患者・家族の身体的
反応や行動特性、社会的心理的影響を探
求する。

生命や健康の危機状況下における患者・家族を総合的に捉える基盤となる
危機理論、ストレス・コーピング理論、ボディ・イメージの変容について
理解を深め、実践への応用力を身につける。専門的援助方法の事例を通し
て、患者・家族の体験とその意味を探求し、看護に適用できる力を磨く。

○ ○ ○ ○ ○
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23MNSP1234 生涯発達看護学特論Ｃ （ 小 児 看 護 学 ） 1後

対象となる子どもと家族のアセスメント
ツールや尺度の概説と開発プロセスを知
ることから、子どもや家族のニーズの把
握や対応に対する研究方法を具体的に試
案すること、また援助側の看護師や専門
職の役割と連携の概説から、職種間の協
働について考えることを目的としている。

１．入院中の子どもと家族の事故予防に関する研究事例から、実践に活用
できるツールの開発過程を理解できる。
２．子どもの家族を対象とした研究事例から、健康障害が子どもと家族に
影響する要因の把握方法について考えることができる。
３．小児看護を実践する援助者に関する研究事例から、援助する側の影響
について考えることができる。
４．研究を小児看護の実践にいかに活用できるかを検討し、実践に使える
研究課題を考えることができる。

○ ○ ○ ○ ○

23MNSP1235 生涯発達看護学特論Ｄ （ 母 性 看 護 学 ） 1後

母性看護における主要概念や理論を理解
するとともに母性看護における研究の動
向を把握するとともに、母性看護実践に
おけるエビデンスとは何かについて、研
究結果やガイドラインから探求する。こ
れらの学修内容を踏まえて母性看護や
ウィメンズヘルスにおける看護研究や看
護実践への適応について考察する。

１．母性看護における主要概念や理論について理解する。
２．母性看護におけるエビデンスについて理解する。
３．上記目標１．２．のもとに看護研究や看護実践への適応を考察できる。

○ ○ ○ ○ ○

23MNSP1236 生涯発達看護学演習Ａ 1前

生涯発達の視点で対象および家族を理解
し、看護実践の場における問題意識から、
文献検討や関連領域でのフィールドワー
ク、実践、ディスカッションを通して、
研究疑問を明らかにし、研究計画立案に
向けての基礎的な知識・思考を修得する。

１．看護実践の場における自身の問題意識を明確にする。
２．自身の問題意識に基づき、和文および英文の文献検討を行うことがで
きる。
３．和文および英文の文献をクリティークする視点が理解できる。
４．必要性に応じて、自らフィールドワークや実践の場を選択し、アクセ
スすることができる。
５．上記を行いながら、研究疑問を明らかにすることができる。
６．研究計画立案に向けての基礎的な知識・思考を修得する。

○ ○ ○ ○

23MNSP1237 生涯発達看護学演習Ｂ 1後

生涯発達の視点で対象および家族を理解
し、看護実践の場における問題意識から、
文献検討や関連領域でのフィールドワー
ク、実践、ディスカッションを通して、
研究疑問を明らかにし、研究計画立案に
向けての基礎的な知識・思考を修得する。

１．看護実践の場における自身の問題意識を明確にする。
２．自身の問題意識に基づき、和文および英文の文献検討を行うことがで
きる。
３．和文および英文の文献をクリティークする視点が理解できる。
４．必要性に応じて、自らフィールドワークや実践の場を選択し、アクセ
スすることができる。
５．上記を行いながら、研究疑問を明らかにすることができる。
６．研究計画立案に向けての基礎的な知識・思考を修得する。

○ ○ ○ ○

広
域
実
践
看
護
学
領
域

23MNSP1141 広域実践看護学総論 1前

制度・施策と看護との関係について理解
し、現代社会において、様々な健康状態
にある対象への看護上の課題を見出すた
めの基本的な知識・考え方を修得する。

１．制度・施策と看護との関連についての理解を深める。
２．社会における次の現状を学び、様々な健康状態にある対象への看護上
の課題を見出すことができる。
１）看護教育・実践、技術開発についての現状
２）高齢者をめぐる制度や政策・施策についての現状
３）精神障害者をめぐる制度や政策・施策についての現状
４）在宅療養者をめぐる制度や政策・施策についての現状
５）地域住民の健康格差と保健医療福祉制度および公衆衛生活動の現状

◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

23MNSP1242 広域実践看護学特論Ａ （ 基 礎 看 護 学 ） 1後

基礎看護学分野における研究の理論や研
究内容についての現状および動向につい
て講義し、研究課題の見つけ方と具体的
な研究方法について教授する。

１．基礎看護学分野の研究に必要な理論を知る。
２．基礎看護学分野における研究内容とその現状や動向についての知識を
得る。
３．基礎看護学分野の研究についての研究方法および今後に必要な研究の
課題を知る。

○ ○ ○ ○ ○
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23MNSP1243 広域実践看護学特論Ｂ （ 老 年 看 護 学 ） 1後
老年看護を実践するための理論や概念に
ついて理解し、高齢者の健康の維持・増
進のための看護を探求する論理的思考を
養うことを目的とする。

１．高齢者看護実践のための重要な概念や理論を説明できる。
２．高齢者看護分野の研究の動向について概観できる。 ○ ○ ○ ○ ○

23MNSP1244 広域実践看護学特論Ｃ （ 精 神 看 護 学 ） 1後

精神看護におけるエビデンスの考え方や
基盤となる理論の概観について理解し、
実際の看護実践と関連づけ、精神看護の
実践とエビデンス・理論との関係につい
て理解し、自らが問題意識をもって探究
することによって今後の課題を見出すこ
とができる。

１．精神看護の基盤となる理論やエビデンスの考え方や概観を理解できる。
２．こころの成長や自立に向けての基盤となる理論とその活用についての
学び方が理解できる。
３．人と人との関係を通してのアプローチの考え方やその活用についての
学び方が理解できる。

◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

23MNSP1245 広域実践看護学特論Ｄ （ 在 宅 看 護 学 ） 1後
保健医療福祉の制度と在宅ケアシステム
とのかかわりにおいて、在宅療養者と家
族のQOLを高める看護実践のあり方と課
題解決の方向性を学習する。

１．在宅ケアに関連する保健医療福祉制度とケアマネジメントの現状と課
題を整理し、課題解決の方法について考察できる。
２．在宅療養者と家族のQOLを高める看護実践方法を説明することができ
る。

◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

23MNSP1146 広域実践看護学特論Ｅ （公衆衛生看護学） 1後

公衆衛生看護の対象（個人・家族、集団、
地域）の健康増進に寄与する公衆衛生看
護の基盤となる理論を概観し、公衆衛生
看護活動の国際比較を教授する。科学的
根拠に基づいた公衆衛生看護活動の政策
形成プロセスについて教授する。保健活
動の科学的根拠となる看護研究の動向と
看護研究に基づいた保健活動の実際につ
いて解説する。

１．公衆衛生看護の基盤となる理論について説明できる。
２．公衆衛生看護活動の国際比較について説明できる。
３．科学的根拠に基づいた公衆衛生看護活動の政策形成プロセスについて
説明できる。
４．母子、成人、高齢者保健活動の科学的根拠となる看護研究の動向と看
護研究に基づいた母子、成人、高齢者保健活動の実際について説明できる。
５．看護学研究コースの学生の実践の場や看護学研究保健師コースの広域
実践看護学実習（公衆衛生看護学）およびハイリスク事例支援特論、地域
マネジメント特論の中でめばえた関心や問題意識から探究する意義や重要
性を認識できる。

◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

23MNSP1147 広域実践看護学演習Ａ 1前

制度・施策のあり方等社会と看護との関
係を理解し、看護実践の場における問題
意識から、文献検討や関連領域でのフィー
ルドワーク、実践、ディスカッションを
通して、研究疑問を明らかにし、研究計
画立案に向けての基礎的な知識・思考を
修得する。

１．看護実践の場における自身の問題意識を明確にする。
２．自身の問題意識に基づき、和文および英文の文献検討を行うことがで
きる。
３．和文および英文の文献をクリティークする視点が理解できる。
４．必要性に応じて、自らフィールドワークや実践の場を選択し、アクセ
スすることができる。
５．上記を行いながら、研究疑問を明らかにすることができる。
６．研究計画立案に向けての基礎的な知識・思考を修得する。

○ ◎ ◎ ◎

23MNSP1148 広域実践看護学演習Ｂ 1後

制度・施策のあり方等社会と看護との関
係を理解し、看護実践の場における問題
意識から、文献検討や関連領域でのフィー
ルドワーク、実践、ディスカッションを
通して、研究疑問を明らかにし、研究計
画立案に向けての基礎的な知識・思考を
修得する。

１．看護実践の場における自身の問題意識を明確にする。
２．自身の問題意識に基づき、和文および英文の文献検討を行うことがで
きる。
３．和文および英文の文献をクリティークする視点が理解できる。
４．必要性に応じて、自らフィールドワークや実践の場を選択し、アクセ
スすることができる。
５．上記を行いながら、研究疑問を明らかにすることができる。
６．研究計画立案に向けての基礎的な知識・思考を修得する。

○ ◎ ◎ ◎
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23MNSP1149 広域実践看護学実習（公衆衛生看護学） 1通

継続した家庭訪問を通して対象者の健康
状態や家族の状況、地域での暮らし、社
会資源を理解し、地域での健康な生活を
支援する意義を理解させる。1年間の家庭
訪問を継続できる対人関係能力を構築さ
せることを目的とする。

１．乳児においては発育発達、家族の発達課題、親子関係の質（愛着や養
育力）、養育状況、生活状況を、高齢者においては高齢期の身体的、心理的、
社会的側面、家族の発達課題、生活状況を理解できるとともに、地域での
健康な生活を送ることへの支援について考察し実践できる。
２．対象者のケースマネジメントおよび家庭訪問時の地区視診により、母
子や高齢者をとりまく社会資源や地域包括ケアシステムを理解できるとと
もにそのあり方を探求できる。
３．継続したアウトリーチの活動により自ら対象者と関係を構築できる対
人関係能力を養うとともに自立心と判断力を獲得できる。

◎ ◎ ◎ ○ ○

公
衆
衛
生
看
護
学
科
目

23MNSP1151 公衆衛生看護学原論特論 1前

公衆衛生看護の基本理念と保健師の役割、
基盤となる概念および活用理論を教授し、
公衆衛生看護を担う保健師としてのアイ
デンティティを養う。

１．公衆衛生看護の基本理念と保健師の役割、場と対象、歴史、諸外国に
おける公衆衛生看護活動について説明できる。
２．公衆衛生看護の基盤となる概念および活用理論・モデルについて説明
できる。
３．公衆衛生看護の倫理について説明することができる。

◎ ◎ ○ ○

23MNSP1152 公衆衛生看護技術特論 1前

公衆衛生看護活動で個人・家族、集団を
対象に、保健師が直接に働きかけて提供
する対人援助技術について学ぶ。相談援
助技術である家庭訪問、健康相談の目的、
特徴、活用理論、展開方法について理解し、
効果的な支援技術を修得する。教育的援
助技術である健康教育、グループ支援の
目的、展開方法について理解し、住民主
体の予防活動を促すための支援技術を修
得する。

１．相談援助技術である家庭訪問、健康相談の目的、特徴、活用理論、展
開方法とその必要性・専門性について説明できる。
２．保健師活動の基本となるアウトリーチの活動の重要性について説明で
きる。
３．健康教育の企画・実施・評価のプロセスを理解し、住民主体の予防活
動を促す健康教育が実施できる。
４．住民主体の予防活動を促すためのグループ支援の目的、展開方法につ
いて説明できる。

◎ ◎ ◎ ○

23MNSP1153 ハイリスク事例支援特論 1前

健康に関連する身体的、心理社会的リス
クを抱える個人・家族の特徴とリスク低
下のための支援の必要性、ハイリスク事
例への支援方法、保健師の役割ならびに
他機関・他職種との協働・連携について
を理解することを目的とする。ハイリス
クの状態のアセスメントや、リスク低下
のための支援が必要な対象者の抽出、支
援に必要な知識・態度、予防的アプロー
チを行うための面接技術を習得する。特
に保健師活動の基本となるアウトリーチ
型の支援の手法を習得する。

１．健康に関連する身体的、心理社会的リスクを抱える個人・家族の特徴
とリスク低下のための支援の必要性を理解できる。
２．科学的根拠に基づいた支援技術の実践に必要な知識を理解し、家庭訪
問、健康相談支援技術の展開ができる。
３．ハイリスクの状態のアセスメントし、リスク低下のための支援が必要
な対象者の抽出方法を理解できる。
４．ハイリスク事例への保健師の支援と他機関・他職種との協働・連携に
ついてを理解できる。
５．ハイリスク事例への支援に必要な知識・態度、予防的アプローチを行
うための面接技術を習得できる。
６．支援を求めない人々や制度の網目から抜け落ちる人々、複雑困難な健
康問題を有する人々を支援する手法を習得できる。

◎ ◎ ○ ○ ○

23MNSP1154 公衆衛生看護展開特論 1前

地域で生活する個人・家族、集団、地域
を対象としたライフステージ別、健康課
題別保健活動および地域ケアシステムに
ついて理解し、包括的な視野で保健活動
を展開できる知識を習得する。

１．地域で生活する個人・家族、集団、地域を対象としたライフステージ
別、健康課題別保健活動および地域ケアシステムについて説明できる。
２．個から集団、地域、集団、地域から個の支援のつながり、各保健事業
のつながり、多機関のつながりについて理解できる。

◎ ◎ ○ ○ ○ ○
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23MNSP1155 地区・組織支援活動特論 1通

公衆衛生看護活動における地区・組織活
動の意義を理解し、グループ・地域組織
の育成から地域活動への発展に向けた支
援技術と保健師の役割について学ぶ。地
域の健康課題解決に向けた地区・組織活
動とその支援の実際を学び、コミュニ
ティ・エンパワメントを高める支援方法
を学ぶ。

１．地域の健康課題解決に向けた地区・組織活動の目的・意義を理解する。
２．公衆衛生看護に関わる地区組織の類型と特徴を理解する。
３．保健師の行う地区・組織の育成方法・支援方法について理解する。
４．地域の健康課題の解決に向けた、地区組織活動の評価方法を理解する。
５．地区・組織活動で保健師の担う役割について理解できる。 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

23MNSP1156 地域事業展開特論 1後

個人・家族、集団、地域をとらえる地域
診断の目的と方法、活用理論、PDCAサ
イクル、展開方法、意義について理解し、
行政における各種保健計画の策定につい
て修得する。

１．個人・家族、集団、地域をとらえる地域診断の目的と方法、活用理論、
PDCAサイクル、展開方法について説明できる。
２．一連の地域診断の過程を通した地域の健康課題の明確化とその改善、
解決にむけた実践の意義について説明できる。
３．地域の様々な情報の包括的な収集方法と、収集した既存資料および地
区踏査等の情報を統合したアセスメントと分析、診断、健康課題の改善、
解決のための短期・長期計画の立案、予算化、保健事業の企画立案、評価
計画の立案について説明できる。
４．行政における各種保健計画の策定について説明できる。

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

23MNSP2157 学校保健・産業保健特論 2前

学校保健・産業保健における特性に応じ
た保健活動の実際を理解するとともに学
校保健・産業保健と行政の母子、成人、
障害者保健活動等とのつながりについて
地域ケアシステムをふまえて理解する。

１．学校保健の特性に応じた保健活動の実際について説明できる。
２．産業保健の特性に応じた保健活動の実際について説明できる。
３．学校保健・産業保健と行政の母子、成人、障害者保健活動等とのつな
がりについて地域ケアシステムをふまえて説明できる。

◎ ◎ ○ ◎

23MNSP1158 地域マネジメント特論 1後

公衆衛生看護管理の目的と管理機能、地
域の健康課題に応じた事業化や施策化の
過程について理解する。地区踏査、既存
資料の活用、インタビュー方法を学習し、
地域の健康問題に関連する情報を包括的
に収集する手法を習得する。一連の地区
管理の過程の展開を通して、地域の実情
に応じた必要な支援をコーディネイトす
る地区管理の手法を習得する。

１．公衆衛生看護管理の目的と管理機能を説明できる。
２．健康問題に関連する地域の様々な情報を包括的に収集し、一連の地区
管理の過程を展開できる。
３．地域の人々の健康課題に応じた事業化や施策化の過程について説明で
きる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

23MNSP2159 地域健康危機管理特論 2前

地域の健康危機管理に関する基本的な知
識を学ぶ。地域の健康課題を解決するた
めの施策化の技術、必要な情報収集、関
係する部署・機関との連携について実践
事例を通して学修する。

１．行政における健康危機管理と保健師の役割について説明できる。
２．災害保健活動および感染症保健活動、子ども虐待予防における保健師
の役割について説明できる。
３．災害や感染症のリスクマネジメント、健康危機管理体制の整備につい
て理解できる。
４．健康危機管理のための保健師の人材育成と人材管理について理解でき
る。

◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

23MNSP1160 公衆衛生看護疫学特論 1通

人口集団における健康事象の頻度分布と
それに影響を与える因子の分布を分析す
るために不可欠な疫学の理論と実践の手
法を習得する。疫学研究から得られる健
康指標に関する情報を地域の公衆衛生活
動に活用する方策を学ぶ。

１．疫学の役割と疫学指標、疫学調査の方法を説明できる。
２．リスクの概念を理解し、リスク指標による疫学的指標が説明できる。
３．スクリーニングとその指標を具体的な疫学研究と保健活動への活用事
例を通して、わが国の人口構造や疾病構造、社会背景をふまえた疫学の意
義を理解できる。
４．公衆衛生看護活動を展開する上で基盤となる疫学調査・分析、活用方
法について説明できる。

◎ ◎ ◎ ○ ○
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23MNSP1161 実践保健統計学 1後

公衆衛生看護活動の基盤となる地域診断
の過程における調査の計画・実施・デー
タ分析の方法、統計学の基礎を学ぶ。人
口統計や既存の保健統計資料から得られ
る健康指標を理解し、健康指標のデータ
収集、読み取り、分析、視覚化ができる
能力を養う。

１．地域診断の過程における調査の計画立案、実施、分析するプロセスを
説明・実施できる。
２．人口統計と保健統計を理解し、その読み取り、分析、視覚化ができる。

◎ ◎ ◎ ○ ◎

23MNSP2162 地域ケアシステム特論 2後

地域ケアシステムが必要となる背景を踏
まえ、その目的、構成要素、システム構
築のプロセスを理解し、地域の特性、住
民のニーズに応じた地域ケアシステム構
築における保健師の役割について学ぶ。
地域ケアシステムの構築における連携に
ついて、関係機関、関係職種、住民との
連携、協働活動について学ぶ。

１．地域ケアシステムが必要となる背景、目的、構成要素が理解できる。
２．地域ケアシステム構築のプロセスと保健師の役割、地域ケアシステム
の評価を理解できる。
３．地域ケアシステムの構築における連携について、関係機関、関係職種、
住民との連携、協働活動について学ぶ。
４．地域ケアシステム構築の展開とその課題を実践事例を通して考察でき
る。

◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

23MNSP2163 公衆衛生看護活動展開実習 2前

地域で暮らす人々の生活と健康および地
域における公衆衛生看護の実際について
理解するとともに、保健事業への参加お
よび個別への支援を積み重ねることによ
り、公衆衛生看護活動の基盤となる知識
や態度を身につける。支援を求めない
人々、制度の網目から抜け落ちる人々、
複雑困難な健康問題を有する人々への支
援を学ぶ。また、健康課題の解決に向け
た地域特性をふまえた保健活動の実施、
評価および研究活動を展開できる能力を
養う。地域住民および保健・医療・福祉
の連携・協働の実際を学び、関係機関と
関係を構築し協働活動を展開できる能力
を養う。

１．地域における公衆衛生看護の実践機関である保健所、保健センターの
果たす機能と役割を理解できる。
２．保健事業（各種会議を含む）への参加および個別への支援により、公
衆衛生看護活動の基盤となる知識や技術、態度を身につけることができる。
３．地域特性をふまえた、公衆衛生看護活動の展開方法のプロセスを主体
的に学ぶことができる。
４．個別への支援を積み重ねることにより、地域住民が抱えるニーズや健
康課題の実際を学び、集団、地域への支援を探求できる。さらに、支援を
求めない人々、制度の網目から抜け落ちる人々、複雑困難な健康問題を有
する人々への支援を探求できる。
５．地域住民および保健・医療・福祉の連携・協働の実際を学び、地域に
おける協働活動のあり方について模索できる。
６．健康課題の解決に向け、実習計画および実習の目的に沿ってデータ収
集等を行うことができる。

◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

23MNSP2164 公衆衛生看護コミュニティ展開実習 2前

実習地域の健康課題に沿った保健活動の
展開を行い、健康課題の解決に向けた地
域特性をふまえた保健活動の実施・評価
ができる能力を養う。保健活動を通して
地域の文化や生活を深く理解し、人々の
生活と健康課題の関連について学ぶ。ま
た、生活実態を反映した地域特性をふま
え、それに応じた公衆衛生看護活動と保
健活動のあり方を探求する。

１．地域における公衆衛生看護の実践機関である保健所、保健センターの
果たす機能と役割を理解できる。
２．保健事業（各種会議を含む）への参加および個別への支援により、公
衆衛生看護活動の基盤となる知識や技術、態度を身につけることができる。
３．地域特性をふまえた、公衆衛生看護活動の展開方法のプロセスを主体
的に学ぶことができる。
４．個別への支援を積み重ねることにより、地域住民が抱えるニーズや健
康課題の実際を学び、集団、地域への支援を探求できる。
５．地域住民および保健・医療・福祉の連携・協働の実際を学び、地域に
おける協働活動のあり方について模索できる。

◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
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23MNSP2165 公衆衛生看護管理実習 2後

地域住民の健康を保持増進し、生活を守
るための保健活動の質を保証する機能と
役割の実際について理解する。各種保健
医療福祉計画に基づく施策化、ソーシャ
ルキャピタルの醸成・活用を図りながら
保健サービス等を提供する保健師の役割
を学ぶとともに、保健・医療・福祉の関
係機関との連携・協働を行うための交渉
技術の実際を学び、マネジメントを実践
できる能力を習得する。災害保健活動お
よび感染症保健活動、虐待予防といった
健康危機管理の実際を理解し、必要な知
識・態度を習得するとともに、健康危機
管理体制の課題を探求する。
以上を通して、公衆衛生看護管理（事例
管理、地区管理、事業・業務管理、組織
運営管理、予算管理、人材育成・人事管理、
情報管理、健康危機管理）を展開できる
能力を養う。

１．地域住民の健康を保持増進し、生活を守るための保健活動の質を保証
する機能と役割の実際について理解できる。
２．各種保健医療福祉計画に基づく施策化、ソーシャルキャピタルの醸
成・活用を図りながら、活動方法を適切に用いて保健サービス等を提供す
る保健師の役割が理解できるとともに、保健・医療・福祉の関係機関との
連携・協働を行うための交渉技術の実際を学びマネジメントを実践できる。
３．健康危機管理の実際を理解し必要な知識・態度を習得できるとともに、
健康危機管理体制の課題を探求できる。

◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
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